


「別表第９ 」：食物繊維における許容差の範囲等の見直し。
ビタミンB群における測定法の追加。

「別表第10」：日本人の食事摂取基準（2025年版）の公表を
踏まえた栄養素等表示基準値の見直し。  

「別表第12」：栄養素等表示基準値の見直しに伴う、栄養成分の
補給ができる旨の表示の基準値の見直し。
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栄養成分表示に関する改正事項の概要



2023（令和５）年度に国内７か所の分析試験機関において、９種類の
栄養成分に関する分析試験を行い、測定値の試験室間誤差を検討。

食物繊維については、低含有量である場合、大きな試験室間誤差が生じる
ため、①許容差の範囲の見直し、②０と表示することができる量の規定を追
加する等、食品表示基準別表第９に規定している許容差の範囲等を令和
７年３月に改正。

０と表示
することが
できる量 

許容差の範囲 測定及び
算出の方法 

表示の
単位 

栄養成分
及び熱量 

 ±20％ 改正前 プロスキー法又
は高速液体クロ
マトグラフ法 

ｇ 食物繊維 
0.5ｇ ±20％ 

（ただし、当該食品100g当たり
（清涼飲料水等にあっては、
100ml当たり）の食物繊維の量
が2.5g未満の場合は±0.5g） 

改正後
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食物繊維の許容差の範囲等（別表第９）の改正



０と表示する
ことができる量許容差の範囲測定及び算出の方法表示の単位栄養成分

及び熱量
+80％、
ｰ20％

微生物学的定量法改正前mgパントテン酸

高速液体クロマトグラフ法
又は微生物学的定量法

改正後

+80％、
ｰ20％

微生物学的定量法改正前mgビタミンB6

高速液体クロマトグラフ法
又は微生物学的定量法

改正後

+80％、
ｰ20％

微生物学的定量法改正前μgビタミンB12

高速液体クロマトグラフ法
又は微生物学的定量法

改正後
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栄養成分等の測定及び算出の方法（別表第９）の改正

2023（令和５）年度にビタミンB群における高速液体クロマトグラフ法につい
て検討を行ったため、食品表示基準別表第９に規定している栄養成分等の
測定及び算出の方法を令和７年３月に改正。





改正後改正前単位栄養成分
及び熱量改正後改正前単位栄養成分

及び熱量
3.23.8mgマンガン8581gたんぱく質
2525µｇモリブデン7062g脂質

140130µｇヨウ素1716g飽和脂肪酸
900900mgリン2.02.0gn-3系脂肪酸
1313mgナイアシン10.09.0gn-6系脂肪酸
5.54.8mgパントテン酸320320g炭水化物
5050µｇビオチン2019g食物繊維
770770µｇビタミンA8.58.8mg亜鉛
1.01.2mgビタミンB12,8002,800mgカリウム
1.41.4mgビタミンB2700680mgカルシウム
1.31.3mgビタミンB61010µｇクロム
4.02.4µｇビタミンB122828µｇセレン
100100mgビタミンC6.56.8mg鉄
9.05.5µｇビタミンD0.80.9mg銅
6.56.3mgビタミンE2,7002,900mgナトリウム
150150µｇビタミンK7.0なしg（食塩相当量）
240240µｇ葉酸320320mgマグネシウム

2,2002,200kcalエネルギー

改正前から増えた値：赤字 改正前から減った値：青字 5

栄養素等表示基準値（別表第10）の改正



強化された旨高い旨含む旨単位栄養成分
及び熱量

・「含む旨」以上の絶対
差

・対象食品と25％以上
の相対差

同基準値の20％栄養素等表示基準値の10％100 gたんぱく質
同基準値の10％栄養素等表示基準値の５％100 ml 
同基準値の10％栄養素等表示基準値の５％100 kcal
６ｇ３ｇ100 g食物繊維
３ｇ1.5ｇ100 ml
３ｇ1.5ｇ100 kcal

・同基準値の10％以
上の絶対差

同基準値の30％栄養素等表示基準値の15％100 gビタミン類、ミ
ネラル類（ナ
トリウムを除
く）

同基準値の15％栄養素等表示基準値の7.5％100 ml
同基準値の10％栄養素等表示基準値の５％100 kcal

※ 「栄養及び健康強調表示の使用に関するガイドライン」において、食物繊維は規定されていない。

栄養強調表示の補給ができる旨の表示に係る基準値は、コーデックス委員会の定め
る「栄養及び健康強調表示の使用に関するガイドライン（CXG 23-1997）」の
栄養参照量と栄養素含有量強調表示との関係※を基に、栄養素等表示基準値か
ら算出されている。
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栄養素等表示基準値と栄養強調表示との関係



強化された旨（100g当たり）高い旨（100g当たり）含む旨（100g当たり）単位栄養成分 改正後改正前改正後改正前改正後改正前
8.58.117.016.28.58.1gたんぱく質
336633g食物繊維

0.850.882.55 2.641.28 1.32mg亜鉛
280280840840420420mgカリウム
7068210204105102mgカルシウム

0.650.681.95 2.040.98 1.02mg鉄
0.080.090.24 0.270.12 0.14mg銅
323296964848mgマグネシウム
1.31.33.9 3.91.951.95 mgナイアシン

0.55 0.481.651.440.830.72mgパントテン酸
5515157.57.5µgビオチン
7777231231116 116µgビタミンA

0.100.120.300.360.150.18mgビタミンB1
0.140.140.42 0.420.210.21mgビタミンB2
0.130.130.39 0.390.20 0.20 mgビタミンB6
0.400.241.20 0.720.60 0.36µgビタミンB12
101030301515mgビタミンC

0.90 0.552.70 1.651.350.83µgビタミンD
0.65 0.631.95 1.890.98 0.95mgビタミンE
1515454522.522.5µgビタミンK
242472723636µg葉酸

改正前から増えた値：赤字 改正前から減った値：青字 7

栄養強調表示（別表第12）の改正



「別表第９ 」：食物繊維における許容差の範囲等の見直し。
ビタミンB群における測定法の追加。
経過措置期間なし。

「別表第10」：日本人の食事摂取基準（2025年版）の公表を踏まえた
栄養素等表示基準値の見直し。
 経過措置期間 令和10年（2028年）３月31日まで。

「別表第12」：栄養素等表示基準値の見直しに伴う、栄養成分の補給が
できる旨の表示の基準値の見直し。
経過措置期間 令和10年（2028年）３月31日まで。
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栄養成分表示に関する改正事項の経過措置期間


